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教育実習の と についての検討
―2020 年度 学生 の 果を に―

井 子       森   久
（教育学科教育学 ） （教育学科教育学 ）（教育学科教育学 ）   

本学では、2019 年度生から教育実習の在り方を 本的に見直し、 1 年次の附属小学校観察実習に り、
2 年次での 2 の附属小学校実習、3 年次での 3 の出身地小学校実習を導 した。実 に実習に参
した学生が自身の実習体験をどのように えているのかを 検 し、今後の実習の在り方を検討するた
めに、教育実習論 （3 年次 年科 1 ）の において り りと共にアン ートを実施した。本
では 2020 年度生の 果について検討を行う。

教育実習 実習 実習 実習での学 実習の進路 の

） の
今日、 が の教育実習は、事前・事後指導

の１ に え、 ・小・中学校では
（120 180 程度）、 校で

は （60 90 程度）で構
成されている。教育実習の実施 は、教員養
成大学・学部の場合だと大学 年次、一般大学・
学部では大学 年次に実施されることが多い。
た、一部を「学校体験 」（学校における教

育 その の校 に関する や 課後・
日等の学習その の の などを体験する

）で することも となっている。
しかし、 ナ ルス（COVID-19）に

よる 大な を受けて、教職課程を する
の大学では、教育実習が中 ないし 小して

実施された。その 、オンライン実習の な
どさ な 意工夫が 大学で 出され 1

（例えば、坂井 2022 森 2022、参照）、実
施されるに った。こうした事態から、今日、
教育実習の意 が めて い直されていると
えよう。
京都女子大学 教育学部教育学 は

1949（ 24）年から小学校教員養成を行って

おり、 のカリ ラ 自体が小学校教 一
教員免許 を取 することを前提としたいわ

ゆる 的養成のかた をとっている 2。本課程に
かかわる教育実習を受け れることを 的とし
て された京都女子大学附属小学校があり、
学生は 3 年次の 2 の附属小学校実習（いわ
ゆる附小実習）と 4 年次の 2 の出身地の小
学校の実習の二 の教育実習を 験してきた。

2019 年に しいカリ ラ を 成するに
あたって、 で すように実習の 態を 本的
に する を行った。本 では、この
の成果と課題を らかにするために、学生 の
アン ートを に分 を行う。

）研究 法
教育実習論 （3 年次前後
小学校教職課程必 科 ）の 6 回 から 8 回
（2022 年 12 月 1 日・8 日・15 日）の に

おいて実施したアン ート を に分 する。
なお、受 生には「 が分からない で
本学の教職課程をよりよくするための研究とし
て さ ていただくことがあり す」と文

頭で確認の 、 を行っている。
に当たっては京都女子大学の システ であ
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る LMS のアン ート を した。
は の りである。

） 目
実習 は でしたか

実習 の 、 を書いてくだ
い。 ） 、

など
身 実習 1 目の実習 と学 を書いて

くだ い。
実習 目の実習 と学 を書いて
い。
実習 目の実習 と学 を書いてくだ
い。

実習 目の実習 と学 を書いてくだ
い。

の学 の を書いてくだ い。

に ている他 の実習生はい した
か いたとしたら何回生 3でしたか
実習の や （ 回生で実習すること、

という ）に いて 生や
の 生などからなにか われたことは り
すか れ 書いてくだ い。なけれ

「なし」で回答してくだ い。
実習 と として しい 態はどれ
だと思い すか その理 も教えてくだ
い。
2 回生の に の 生から を けた

の に いて感 を書いて い。
教 にな うと考えてい すか

現 での進路選 に 3年 での教育実習は
を え したか どんな でし う

か
の関 、 の のう のいく

つかについては本 では わない。

が の教育実習 は、 の教員養成の
カリ ラ と べて に いという課題 4

がある。例えば、オーストラリアの イーン
ラン 工科大学の初等教員養成カリ ラ で

は、1 年次から 4 年次 で 7 回実施され、合
実習 は、100 日を える。 た実習 も
性が なる の学校で実施し、多様な 場

を体験することが 視されている 5。
の 年次 2 附小実習、 年次 2

出身地実習のカリ ラ に関して、 4 年次
の母校の実習が 2 では、子どもの 前や
ラスの様子を し、 分な研究 を実施す
るには が かす るのではないか、 4 年
次に実習を行うのは 的に いのではないか、
実習の事前指導の が 2 年次に配置されて

おり、実習の事前指導、事後指導としての
を 分に果た ていないのではないか、

学校教 の免許課程を導 するにあたり、
学校の実習を 4 年次に れるために小

学校実習は 学年に置いた うがカリ ラ
的にも 題が ないのではないか、といった議
論がなされ、 のようなカリ ラ を 成
することとなった。

1 子 学発 教育学部教育学科教育
学専攻における教 成 リ

前
年 リ ン シ

ョン
事前

実習
（ 年 ）

年 ・事前
実習

・
成 （ ）

事前
実習（ ）

・事
（ 年 ）

年 ・事前
（ ）

事前 身
の 実習（
） ・事
（ 年

）
年 ・事前

・ 支援学
実習（ ）

（
）

教職実 習（
年 の学 を
えて）
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本学では法定の実習 よりも めの を
定し、附属小学校の観察実習（ 日と 1 日）、

附小実習（2 ）、出身地の もしくは小
学校の実習（3 ）という 4 度の実習を中
に えながら、実習とリ レ シ ンの 性
を保つために、省察・事前指導 実習 省察・
事後指導という イ ルを 本に えたカリ
ラ を 成した。3 年次 でに小学校（
）実習を えるように したのは、一つに

は、4 年次の 6 月から 8 月にかけて実施される
自 体の教員 験 でに小学校・

の教育実習を えておくことで、「自身が本当に
教師になりたいと考えているのか」、「どのよう
な教師を 指すのか」といった イン ト
をもって 験の に ことを 視した
ためである。 た、希望 が取 している

学校教 免許およ 中学校・ 等学校教員
免許取 のための教育実習を なく 4 年次に
定することも となった。
この実習 の に合わ て、3 年次の実

習 でに小学校教員免許関 の科 の大 の
を えられるように、カリ ラ の も

行った。
ただし、 しいカリ ラ を導 した 2019

年度生が１年次の に ナ イルス
が り、教育実習のあり方にも大きな

が出た。 ず、2020 年度に 定されていた附
小観察実習（2020 年度 学生）、2 年次附小実
習（2019 年度生）が中 となった。2021 年に
は 2019 年度生が前年度に中 となった附小実
習をオンラインのかた で実施したが、後 に
なって ナ イルス の が 化
したこともあり、2020 年度生の 2 年次附小実習
は中 となった。このため、2020 年度生は後
のように、附小実習には参 しない 、2022
年度に出身地実習に参 することとなった。

2019 年度生 の教育実習の
2019 年度入学生

2019 年度 年
実習 実

2020 年度 年
実習

年 の
に ン ン実

習として実 6

2021 年度 年 身
実習

年 前 から
に 行して実

2022 年度
年

支援およ
実習

通 通り実

2020 年度入学生

2020 年度 年
実習

2021 年度 年
実習

2022 年度 3 年
身 実習

実習が に
なったため、
を して実

2021 年度入学生

2021 年度 年
実習 通 通り実

2022 年度 年
実習 通 通り実

2022 年度入学生

2022 年度 1 年
実習 通 通り実

果と考
に、小学校実習参 のアン ート

との 果を し、考察を行う。
）実習
ず、3 年次の出身地の実習 の小学校が母

校かそれ かという に対しては、母校で
あると えた回 が 94 と 的に多 であ
った。本学の学生が実習を行うことの多い京都
や は教育 員会が配当を行うことにな

っているが、それ の地 では母校に実習を
依 することが多い である 7。

   実習 が で るか

さらに、実習 の 在地を くと のよう
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になっている。本学は から学生が 学して
くるという があるが、実習 を見ても、
道から と大 多 にわたっている。それ
れの地 とに教育実習に対する取り も
なっていることが されるが、本 ではそ

こ での分 は行っていない。
実習 の

1
1
1

部
2 1 1 2
3 1 知 2

7
7

9

10 6
7 2

4
2

1 2 4 1
3 2 知 2 1

本 1 1

）実習を行った学年

    実習を行った学年
実習を行った学年については の 果とな

った。 年次に実施する 定であった附属小学
校実習では、き うだい関 やアル イト の
学習 などでの関 に配 しながら、大学側で
配当学年を 定しており、1 年から 5 年 での

ラスに等分した で実習を行うことになっ
ていた。受 生た はそれ れの配属 におい
て実地 を行う 定で指導案の 成を 2 年次
前 から めており、実習の中 が 定した後

に、 ラスの担任教 から指導案 の 指
導を受けた。3 年次後 の出身地実習に関して
は、実習 の小学校との という をとって
いる。 果的に、2 年生で実習を行った学生が
も多く 27 が、次に 3 年生が 23 、 いて

4 年生が 14 、1 年生と 5 年生が 同じで
12 、6 年生で実習を行った学生も 11 いた。

学 で 4 年生と 5 年生に ったという学生
も 1 いた。 し い資料ではあるが、深田は、
小学校における担任学年配置において「女性教
師は 学年向き」という 定観念があると指摘
している 8。 た、黒田らは、 学年に女性教師
の が く、 学年や 職において 性が

するというステレオタイプが学校の 行や
習に 在する 性中 に がっている 9

と指摘している。本 は教育実習の配当学年
であり、これらの研究 果と直 的な関連は
いともいえるが、 62 の実習生が 3 年生 で
の学年で実習を行っていることは 味深い。
学年が実習生にとって適切な学年であると考え
られているのか、女子学生であるから 学年に
配置されたのかは今後 き き検 していきた
い。
）実習

      実習
小学校教 １ 免許 取 に関わる教育実習

の は教育職員免許法施行規則において 5
と定められている 10。本学では学校インター

ンシ プ（学校体験 ）を ない で 2 年
次の附属小学校実習 2 、3 年次の出身地実
習 3 を必 としている。2020 年度 学生は
2 年次の附属小学校実習が中 と った 点
で、すでに内 を ていた出身地実習の実習
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小学校に実習 の の依 を行った。 果
的にもともと 定していた 3 3 の実習

の の学生が 12 、 ナ イルス
における 事 等で 17 日 、19 日 、

14 日 といった となった学生もいる。もと
より、20 日 に ばしてもらうことができたと
しても課程 は 5 となっているため、
が不 してし うこととなる。そのため、す

べての学生が「教育職員免許法施行規則等の一
部を する省 （ 3 年文部科学省 23
号）」、いわゆる「教育実習 例」に いて
を行うこととなる。「教育実習の科 の

の 部 は一部を大学等が行う によ
り行うことができることとする」という文 に

き、 指導の 、 置を実施するこ
とで必要 として える。

）実習 の実習 と学
実習 が 14 日から 21 日と があるが、そ

れ れの の 内で「実習 1 （ 4
）の実習内 と学 を書いてください」とし、

自 を めた。本 では 内 のなかで
的な を ることでそれ れの の

実習内 と学 について を行う。
1 目
実習
・ 教 の 生の 見学
・ク の 子、 の実態の
・ 学 の学年や学 の 見学
・支援が必要な の
・ 支援学 の見学
・ 生等からの で学 教育、

、生 、 学 の のお や
、 教育等に いて いた。

・学 の 分
・ の 、部 の見学
・ ICT 研 、 法研
・
・自 と
・実 実
学

・ 教 の における いかけや
成、 の 入部分

・学 や け、 支援の り入れ
の

・学 による の い、子どもとの
の り の い

・自身の に生か るような の の
え 。

・ の の発 などから自分には思い
かない行 や考え に れ、 の
を感 た。

・向こうから ってきてくれる子と かりか
かわってし い、他の とのかかわりが
なくなってし う に いた。

・ 学 年生の子どもから見えれ 実習生で
はなく、一 の 生で るということわか
り、 生としての と り を学んだ。

・ 生の何 ない一 が実は きな 味を持
っていて、子どものやる 、興味・ 心を
めていることに が いた。

・ 教 の 生の から、 が
きたときに の い分だけでなく、
の い分を く子との を学んだ。

1 は校 生 か 職の 生からの
を き、「学校」がどのようなところかを ず
るところから めた実習生が大 であった。
観察においては、配属学 の観察を 念に

行った実習生やその の学 、学年、
学 等を回ら ていただき観察を行った実習生
などそれ れの学校の方 によって なってい
ることが分かる。 た、自己 や ー
をするなどして学 の子どもた となじ ため
の実習を取り れていただいている場合も多か
った。1 から を行った実習生も 18
（87 中）いた。実習 前から学生 ラン
テ アで学校に っており、 が くわかっ
ている場合が多いが、実習で初めて（母校では
あるが） れた場合でも を行っていた学生
もいた。 を初めて行ったのは 1 の
日という回 もあれば 2 日 からという回 も
あり、学校によってさ であることが分か
る。
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2 目
実習
・一 目に き き、 に
・2 目からは他学年の を する
も えた。

・ 研究が った。
・ り
・実習 2 目からは実 を行う が

に えていった。
・ や に いていけていない
の 、 んでいた子どもたちの

、自身での 実 を行うなど、
な を行った。

・ だけでなく、 や の も
に子どもに必要な支援を行った。

・ はもち ん、 のい い な で
てもらうことが くなった。

・研究 に
・ 書の の み か
・ 学習の
・
・ の に
学
・ の 生の の れを えたり、どん
な 選 で発 しているのか、 書の仕
はどうかなど を進める上で基本と

なる教師の きを学んだ。
・ 生によって の は全く うことを
知った。

・他学年の 見学をして、発 の いによ
る の進め の いや わり の い
を学んだ。

・実 に を行ってみると、 通りに
進 なかったり、子どもの発 を き そ
うと自分が りす たりし した。どのよ
うな をすれ 子どもの学 が る
のか考えることができ した。

・実 に子どもの前に と自分が を進
めていくのに いっ いで子どもの
を見て、 やきを うことができていな
いことに き した。

・ めての実 では、 が 調 に
はいかないことを感 、 な が
に められることを実感した。

・子どもたちのかかわり において、自分か
ら り しかけてくれない子に
に しかけたり、一 に ことで心を開
いてもらえるのだと学 ことができた。

2 も き き 観察を行っている。１
と べると観察の視点も深 ってきている

ことが分かる。 た、 の学年や ラスの
を見 ていただく 会も えている実習生が多
い。 の学年や教師の を見ることで、子ど
もの の やそれに合わ た の行い方を
ったり、教師によって子どもとの関 性や子

どもの対応、 スタイルが なることを学
でいる。

と どの学生が 2 から実地 （
実 など は様々である）を行っている。

を めることで 一 になってし うとい
う 、指導案 りに ないという事実に
くのも実 に を行うからこその 験であ

ると える。 応 な対応が に められる
ことを学 だという もあった。

た、子どもとの関わりについての省察も
々に深 ってきている。
3 目
実習
・ 目からは一 に 1.2 回の で
を行った。

・7 目の研究 に けて、
の を ていただいた。

・3 目になると研究 の が し、
それに向かっての実 も に え
てきた

・研究 の実 と 研究 （ によっ
て が なる）。

・T1T2 の で理科、 の をした。
・ の を か てもらった。
・ などの行事 の と の

。
・ 生 の に てもらった。
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・ 研 の
・ のお しみ では、 な レ ン
や をしてくれた。
学
・ に れてきたので、 はよりよいもの
にしようと した 目。

・発 は自分が わると思っていても、子ど
もには わりきっていないことが り、
い を えたりして、 わりやすい 選
を知ることができた。

・ において、 く を わら た子ど
も の を考えておくことの 。

・自身が 学でしてきた で して
いた よりもはるかに理解できてい
ない が くいた。

・目の前の子どもたちに った をする必
要 を学んだ。

・研究 を考えるうえで、 めて の
成の仕 を学 すことができ した。

目 と に れはないか、め てと と
めが れていなかなど。

・ では、 めて 生 からの で
した。 生 のとても な がとて

も に った。 に の や、
に り ことの を え、な

をするのか考えながら り める
ようにすることが 要だと学 ことがで
きた。

・行事をするに たって、 生 が くの
をかけて していること、子どもたち

が 全に できるよう と して
行 していることを学んだ。

3 もしくは 4 の に を 回実施さ
ていただいたかはかなり が大きい（
回 については で たが、今回のアン
ート では として取り わなかった）
が、多くの学生は 実施にも れ、自身の
をより いものに しようと努める に
ってきている。「子どもに わりやすい 選
」や「 度の 」、「 の前の子どもに

合った 」といった が多かった。大学で
の では られない 験の さを じ

ている。
研究 を行った学生、研究 に向けての
を めている学生も多い。「 めて指導案の

成の 方を学 直した」という からも分
かるように、実 をすることで大学での学 が
広がり深 る 験となっていると えるだろう。
の会の担当や遠 、避 、 省会 の参
の 験は、それ での生 の 場での参 か

ら教師の 場としての参 によって、学 の
が っていることがうかがえる。

4
実習
・研究 に向けて のク での 実
を ていただいた。

・研究 の実 と 研究
・一 実習（ の から わりの です
ての を めて ）

・他学年の研究 の見学
・学 行事の
・ 学の 生との zoom による教 研 に

・ りがとうの （ 、ク 、 レ
ン など）
学
・教育実習の 成としてこれ での 実

での を かして を行うことが
できた。

・ が 体 な学 となるよう、心がけた
が、 が い も れ 、 が く
ない も った。 が くない は
の え が分かりにくかったり、 が
しかったり、 がたく ん った。

・自分では見 けることができなかった
や、子どもたちの を事 研究 で教え
ていただいた。

・学 行事を行う に、学 全体でどのよう
に していくのか、 ション
の 要 を感 た。

・子どもたちとの もだい り、
や の の わり などにもだい
れてくることができた。
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・子どもたちが しそうな をしているのを
見ることがやはり も を感 るなと
思った。

・子どもとの は の自分の行いで
わってくること。

・教育実習生という では るものの、 1
か という い での子どもたち の
力がどれ ど きいものかを学 こと

ができた。
「実習 は教育実習 ということで、
くなった子どもた とのお れが近 いて

いるという しさの中、研究 やそれに向け
た教 研究に取り だ」という実習生の
が 4 の実習のあり様を 的に していると
考えられる。

と どの学生が 4 に研究 を実施し
ている。研究 に向けての 、当日の本
もさることながら、その後の研究 議会（これ
も学校や地 によって が なる）に参
し、 を見に られた 生方からたくさ の
意見をいただいて大 参考になったという回
が多かった。

た、一部ではあるが一日実習を行ったとい
う学生もいた。教師の 場で の会から わり
の会 で 任をもって取り ことで、さらに
意 と 成 が ったようである。

には、学校行事の に携わったり、 生
た の研 に参 したりという 験もしている。
お れ会では、4 という い ではあっ

ても子どもとの関 が構築されているというこ
とを めて り る 会ともなっている。「子ど
もた の がどれ ど大きいものかを学
だ」という回 がそれを してもいるだろう。

に、4 の学 の内 を とめた。

  4 の学 の

）同 に 校の実習生がいたか
同 に 校の実習生がいたかという に

対しては のとおりであった（なお、社会 、
大学院生に関しては の回 と あり）。87
中 50 は 校からの実習生はおらず自分一
という 果であった。 りの 37 はいずれ

かの学年の実習生と同 に実習を行っていた
ことが分かる。ただし、実習生によって実習
が なるため、一部 が なっていたとい

う回 も多かった。
実習の学年としては、本学と同様に 3 回生で

行っている場合も 19 （合 ）あったが、4
回生は 24 とさらに多くが参 していた。社
会 、大学院生も実習に参 していたという回
も 見られた。

他の実習生の
他の実習生 （ ）

自分のみ 50

2 回生

3 回生 9

4 回生 14

2 を観察し、 しずつ実
観察（ 学年も）、 実 、 内

での子どもの など

3 実 を つつ様々な 験
実 、研究 に向けての 、行事
参 、職員会議 の参 など

4 実習の とめ
研究 、研究 議会、一日実習、様々な

験、子どもとのお れ会

1 学校を り、学校に れる
自己 、 観察、 など
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3 4 回生 10

5

学 生 2

）実習 と についての実習 の 生か
らの ント

3 回生で 4 （一部 3 ）という と
について実習 の 生から ントがあっ

たという回 は 16 あった。
・3 回生で行うことに いて、一 な
より いと われることが かった。

・4 るから て に っくりやってい
ける というようなこと、9 の実習
だと の 習 かりになってし う
から 6 がいい というようなことを
教 の 生がおっし ってい した。

・4 ということで、 をかけて学 る
し、学 からしても実習生と を めな
がら実習を行うことができるとおっし
ってい した。

・4 は いため、 だと われ した。
・9 に する学生が いため、6 で助
かったと われた

・とても い ン だ と われ し
た。

・ だ だ だという 味で、 生
から「4 回生かと思っていたけど、3 回生
なら、 だ の必 の も るんだ
」と われた。

・ くて い、教 に できてよいとおっ
し っていた。

・ の 生も 3 回生で実習をしたとお
れていた。4 は他 学よりも く、
かれていた。
としては 9 月よりも 6 月の うが 会

と ならない、 の実習生と ならないという
点で 定的な評価が多かったようである。3 回
生という は一般よりも いと われること
はあったようであるが、教員 験のことを
考えて適切だ、という もあった。 的養成の
場合は 3 回生で実習に行くことも多いと われ

るが、実習校側に 4 回生で実習というこれ で
の意 があると えるのかもしれない。

4 という については、「 い」「ゆっ
くり学べる」と 方の評価があったようである。

） しい実習 と実習

   しい実習 と
内で 1 から 4 での実習内 と

学 だことについて 自が をした内 を 4
5 の ループで共 をさ た。その後、望
しい実習 と実習 について 一 のア

ン ート を実施した。
果として、「2 回生で附属小学校 2 、3

回生で出身地実習 3 」が 66 と 体の 3 分
の 2 を めた。 た、3 回生で出身地実習 4
という回 も 32 あり、 て 98 という
果となった。4 回生その については合わ

て 2 と大 い であり、自身が 3 回生で
実習に行ったことに していることがうかが
える 果となった。
それ れの を に とめる。

3 回生での実習がその の学 に がる
・3 回生で行くことで自分が実習で学 り
ない部分を理解して らに 1年 するこ
とができる。

・実習でより教師になりたい 持ちが くな
ったため、 する ションも く
なった。

・ いうちから実 を んでおくことで
その分 を かして りの 学生 を

すことができる。
3 回生で実習することで教師に向いているか
の ができる
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・ い に自分に った、本 にしたい仕
事なのかを見 めることができる。

・ 就職をめざしていたが、3 回生で実習
に行くことで教師になると進路 した。

や就職 の に ができる
・就 などに して なから が る。
・ の に専 できる。
2 回生の 実習に 味が る
・ に行く前に でも で体 して
おくことで、学 たい ン を えて
身 実習に行くことができる。

・ 学 で で り ことで、
れ を けられ、3 回生で 2 回生の
を かして、自 をもって実 をでき

るから。
4 回生で実習に行く リ も る
・実習 に な を 生等から

られると、4 回生で れ その 学
も ると いた。

） の

の進路
の に関しては、小学校教 をめ す

という回 が も多く、71 の学生が回 して
いた。 学校は 9 、その （大学院
学、 就職など）は 20 という 果であった。
なお、本 は小学校実習に参 した実習生の
の ータを対 としているので ・こど

も など の就職 は となっているが、実
には 3 が ・こども の就職を考え

ている。この の選 に実習がどのような
を したかを次に いている。

） の進路 に実習は を えたか
この に関しては自 で回 を いて

いる。小学校教 、 学校教 、その
に分けて回 内 を見ていくこととする。
学 教 をめざすと回答した学生の記述
・ 回生という い で実習を行い、教師
という仕事を できたことで、進路
の が り、自分のする きことが
になったと思う。

・教育実習の前は、就 も に入れていた
が、実習の で教 を目 したいという
持ちが り、進路を した。

・3 回生での教育実習を通して、「 に教師
になりたい」「 く教師になりたい」という
思いが いてき した。教師 での のり
や、なってからの事など現実 に考えるよ
うになり した。

・他 事のことから、自分事として えるこ
とが るようになった。

・教育実習では教師のやりがい、 し など
い だけではなく教師という仕事の
、 など になるような

ことも知ることができ、より教師と う職
をより現実 な から考えることが

できたのは かった。教師としてのやりが
いと を にかけたとき、 の
はやりがいの が ったので、教
に向けての の ションが

より ったと思う。
今の 道その によって教師の 事が大

な 事であることを学生た は 分に とし
て っている。そのうえで、実習に参 するこ
とで「教師という 事をより 実的な視点から
考えることができ」、「 にかけたとき、 の
場合はやりがいの方が った」という回 が多
くの回 の えを していると えるだろ
う。一方で教育実習に参 したことで自分自身
が教師の 事に向いているかどうか考えるきっ
かけとなり、 果的に の を選 だという
回 も られた。 に としてその を選
だものの 的な を す。
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その他の進路を選んだと回答した学生の記述
・教育実習を通して、家庭環境が原因で支援
が必要な子の実態を理解することができ、
目の前の子どもたちだけでなく、平等な教
育を提供するためにも全体を支援したい
と思い行政職をめざすことにした。

・教科書や教材に興味を持ったので子どもの
教育に何らかのかたちでかかわる仕事に
就こうと考えた。

・教師の現実の労働環境を見て自分には向い
ていないと思った。
教育実習の 験を して、教師 の職 で

教育に したいと考えるようになったという
もいくつか かれた。 た、 場で教師た

の 働 を の当たりにして の を考え
るようになったという回 も 3 あった。

とめと された課題
実習の と を検 するために、1

から 4 での実習内 と学生の学 を
し とめて ると、 との内 にかなり共
性が見られることが分かった。4 で研究
を行うことができると、それをめ して 3
での実習カリ ラ を てることが

1 坂井 ・森久 ・ 井 子・ 合 ・
・玉 二 「 しい の教育実習

ルの に関する研究 : COVID-19 の
大 におけるオンライン教育実習の事例」

『京都女子大学教職 ンター研究紀要』第
4 号、2022 年 27-35 頁。
およ 森久 ・坂井 ・ 井 子・ 合
・ ・玉 二 「初等教員養成

におけるオンライン教育実習に関する : 
実習アン ートの自 回 の 果と 行
事例との を えて」『京都女子大学教職

ンター研究紀要』第 4 号、2022 年、
153-159 頁。
2 田によれば、1955 年 で小学校教員養
成の課程認定を ていた 大学は 山学院・
京都女子・ 女子・玉 ・日本女子・ 教の

と考えられ、より な実習が となっ
ていることが分かった。 と べるとそれ
でも 分とは えない ではあるが、4
という には意味があると われる。ただし、
今回 した学年は 2 年次での附小実習が実施
できなかったため、3 年次での出身地実習が小
学校としては初めてで 後の実習となったとい
う点も勘案すべきであろう。本学は附小実習 2

、出身地実習 3 を 定の実習 と定
めているので、この 5 をどのように に

するかを、今後附小 出身地の実習校の
教員と共に な限り議論し、検討を てい
く必要があると考える。今回は 2020 年度生に
的を って検 考察を行ったが、今後、教育実
習の参 態の実 に いのある の年次の
学生の も て行うことで、 検討を行
っていく 定である。
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6 校の であった（ 田 『教育実習の日
本的構 』学文社、2021 年、25 頁）。
3 本学では、 の関 地方の大学と同様に「1
年生」を「1 回生」と でいるため、 に
合わ て す。 同じ。
4 文部科学省中央教育審議会 「今後の教
員養成・免許制度の在り方について（ ）

資料、2 （9） における教員養成・
免許制度
（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/ch
ukyo/chukyo0/toushin/attach/1337068.htm）
2022 年 3 月 27 日

5 本 と 子「多様性を かす学校教育に向
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取り 」 井 『多様性を かす教育
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を考える七つのヒント オーストラリア・カナ
ダ・イギリス・シンガポールの教育事例から』
共同文化社、2015 年。
6 本実習の成果と課題については、註１の坂
井論文と森論文を参照されたい。
7 文部科学省中央教育審議会「今後の教員養
成・免許制度の在り方について」（平成 18 年 7
月 11 日）では、「いわゆる母校実習について
は、できるだけ避ける方向で、見直しを行うこ
とが適当である」とされ、「一般大学・学部に
ついては、できるだけ同一都道府県内をなじめ
とする近隣の学校において実習を行うことと
し、いわゆる母校実習については、大学側の対
応や評価の客観性の確保等の点で課題も指摘さ
れることから、できるだけ避ける方向で、見直
しを行うことが適当である」と書かれている。
「一方、学生が自らが教職に就くことを希望す
る出身地の学校で実習を行う場合については、
柔軟に対応することが適当である。ただし、こ
のような場合でも、大学と実習校とが遠隔教育
的な方法を工夫して連携指導を行なうなど、大
学が教育実習に関わる体制を構築するととも
に、実習校側も適切な評価に努めることが必要
である」とされており、本学のように出身地で
教員として働くことを念頭に置いている学生が

多い場合は、必ずしもその限りではないと受け
取ることもできる。2 年次に附属小学校での実
習を行うことを勘案すれば、3 年次の実習は出
身地で行うことが様々な学校教育のあり様を体
験するという意味合いにおいても適切であると
も考えられる。ただし、「平成 30 年度教職課
程認定大学等実地視察について」（中央教育審
議会初等教育分科会教員養成部会第 106 回資
料、2019 年 7 月 18 日）において、「実習校の
選定に当たって、依然として、母校や遠隔地の
学校での実習を前提としている大学等もあっ
た」と指摘されている。遠隔地での実習であっ
ても実習校と大学の教員との綿密な連携が必要
とされている点は今後さらに検討すべき課題で
あろう。
8 深田博己「小学校における担任学年配置に関
する女性教師のステレオタイプ的態度」『広島
大学教育学部紀要』第 1 部、第 40 号、1991
年、87‐94 頁。
9 黒田友紀・杉山二季・望月一枝・玉城久美
子・船山万里子・浅井幸子「小学校における学
年配置のジェンダー不均衡」『東京大学大学院
教育学研究科紀要』第 49 巻、2009 年、317-
325 頁。
10 教育職員免許法施行規則参照。




